
参考資料 3-6 

 

 

 

図４ 洪水発生時における上水道リスク評価マップ 
2014 年（平成 26 年）8月高知県四万十町の窪川浄水場が、大雨により冠水し機能不全が発生したことを踏まえ、取水施設および送水・配

水施設等の位置を、洪水浸水想定区域とともに図示した。 
大野市内の水道は地下水か伏流水のいずれかを水源としている。真名川西岸にある 15 の取水施設のうち、6箇所が浸水想定区域内に位置

していることがわかった。大野市の世帯数の約 70％が井戸を所有しており（図 3）、人口 100 人あたり約 24.5 個の井戸を持つことから、上水
道施設の機能が失われた際も、洪水の影響が地下水へ及ぶまでの一定期間内であれば地下水の利用は可能と考えられる。 
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【高知県四万十町窪川浄水場の洪水被害】 
今回の大雨で浄水場が水につかる被害を受けました。 
高知県四万十町では、給水車が出て住民に給水が行わ

れました。高知県四万十町神ノ西にある窪川浄水場は、
およそ２５００世帯に生活用水を供給していますが、１
０日の未明ごろから水につかりだしたとみられ、浄水す
る機械が壊れました。このため、町は陸上自衛隊高知駐
屯地や高知市などに協力を求めて住民に水を配ること
を決め、このうち、自衛隊の給水用の車両が１０日 
正午前に町役場に到着しました。 
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年号 月日 災害名 市町村名 被災個所数 人的被害

1959 9月
台風第15号

〔伊勢湾台風〕
大野市唯野～新河原間

流出損壊家屋101戸、床上浸水家屋1500戸、床
下浸水家屋5000戸

死者行方不明者36人

1965 9月 台風23,24号 大野市 全壊・半壊・流失家屋数120戸 死者行方不明者11人

1965 9月 奥越豪雨 大野市
全壊・半壊・流出家屋354戸、床上浸水家屋
1,052戸、床下浸水家屋1,586戸、耕地被害面積
2,136ha

死者行方不明者11名

1976 9月 台風17号 大野市～福井市
全壊・半壊・流出家屋4戸、床上浸水家屋11戸、
床下浸水家屋560戸、

-

1982 8月 台風第10号 大野市～小浜
全壊・半壊・流出家屋3戸、床上浸水家屋31戸、
床下浸水家屋475戸、

-

1989 7月 梅雨前線 大野市 床上浸水家屋1戸、床下浸水家屋37戸、 死者行方不明者15名
1993 7月 梅雨前線 大野市～勝山市 床下浸水家屋22戸、 死者行方不明者1名

2004 7月 福井豪雨 福井市～大野市
全壊・半壊・流出家屋199戸、床上浸水家屋
3323戸、床下浸水家屋10334戸、

死者行方不明者5名

主な災害履歴（洪水）

凡例名 データ名／資料名 データ／資料入手先

水道施設位置 大野市の水道施設状況 大野市

洪水による浸水の深さ 洪水浸水想定範囲 大野市

主な災害履歴（洪水） 九頭竜川流域誌　主要洪水の概要 国土交通省近畿地方整備局　福井工事事務所

河川 国土数値情報　河川 国土交通省国土政策局国土情報課
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